
令和 4年度  学校関係者評価報告書 

                            （学)  恵光学園 認定こども園 くさみ幼稚園                                                                   

1. 本園の教育目標  

 「何事にも 喜びや意欲を持ち、自分の力でのりこえていく子ども」 

 ・幼児の主体的な活動を通して興味や関心を持ち意欲的に取り組み、達成感を味わう事が喜びや満足感に繋がり、「生きる力」に 

繋がっていく事を目標にする。 

2、本年度重点的に取り組む目標・計画 

  ・子どもたちが安心して生活できる保育の在り方を考える 

3、評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 取り組み状況 

1 子どもたちの笑顔を引き出す保育の   

在り方の工夫 

去年に引き続き、子どもたちの笑顔を引き出す保育の在り方を考え、取り組んでいった。

今年度も子どもたちの興味関心を大切に子どもの気持ちに共感して、取り組むことはでき

た。また、昨年反省にあげられていた学年での取り組みは、ほとんどの学年が、意識して

保育を行ったため、年間を通して、取り組めたようである。子どもたちが主体で遊びが広

がる環境構成を今後も考えていく必要がある 

2 子どもたちと信頼関係が持てる保育の 

在り方の工夫 

職員全員、子どもたち一人ひとりの気持ちに寄り添いながら関わることを心掛けていった

ことで、子どもたちも安心して幼稚園生活を送る姿が見られた。しかし、自分の思いをな

かなか伝えられない子どもたちへの対応を職員で話し合いを持ちながら関わっていこうと

思う。また、クラスの園児との関係は気づけているが、全園児との関りが十分にできなか

ったという反省があげられているので、担当の子どもたちだけではなく、すべての園児と

の信頼関係が築けるように今後も心がけていこうと思う 

3 自分の健康に対して興味が持てる保育の

在り方の工夫 

去年に引き続き、子どもたちに感染症対策の必要性が理解できるように環境構成を工夫し

て保育をしていったことで、子どもたちの身に自然とついているようである。保護者への

発信も去年の反省を生かせるようにしていった、そのこともあり、感染症のお子さんがい

ても、保護者の方のご協力のおかげで感染拡大にならなかった。 

今年度も昨年に引き続き【笑顔】を引き出す保育を目指し取り組んできた。子どもたちとの信頼関係が持てる保育の在り方を考え 

取り組んだことで、全職員が一人ひとりの子どもたちを気持ちに寄り添う保育ができたように思う。その事によって、子どもたちが、 

安心して過ごすことができたのではないかと思う。一人ひとりを大切にする保育を今後も続けていきたいと思う。 

 昨年に引き続き、感染症対策を主に【健康】に意識できるように、取り組んできたことで、感染症対策が、子どもたちの習慣となって 

いったことはよかった。保護者も理解してくれて、協力してくださったので、感染拡大にはならなかった。 

今後も保護者の方を巻き込みながら、取り組んでいきたい。 

 

5. 今後取り組む課題   

 課題 具体的な取り組み方法 

1 子どもが主体となる保育の進め

方 

去年に引き続き、環境構成や、援助配慮など、保育の振り返りを学年でも行い課題を明確にして学年のつなが

りを深め、子どもたちの遊びが集中して継続し、発展させる姿がみられるような保育をめざしていきたい 

2 子どもたちとの信頼関係が持て

る保育のすすめかた 

担当の子どもたちだけではなく、全園児との関りが持てるように意識しながら、子どもたちに言葉がけをして

いく 

 

6.学校関係者の評価 

 いつ園を見ても子供たちの笑顔が絶えず良い環境にあると思いました 

今年度は徐々に再開してきたイベントで子供たちの笑顔が見られ、改めてイベントのありがたさが実感できた一年でした。 

その実施されたイベントでは園児達の成長していく姿が感じられて大変うれしく思いました。 

今後はぜひ父兄も参加出来るイベントの再開を期待したいです。 

感染症対策に関しても園より逐次連絡があり、安心して子供を預ける環境にあると感じました。 

今後も更なる園の発展と教育の質の向上に期待します。 

 

学校関係者評価委員              印 学校関係者評価委員              印 

 

学校関係者評価委員              印                         

委員会実施日      令和  年  月  日    


